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§１．研究成果の概要 

 

 本年度は硬軟構造を用いた液体金属配線によるスマートデバイスの完成と、化学反応を用いた

アクチュエータを開発した。前年度までに、硬軟構造と液体金属配線の基礎技術を構築した。しか

しながら、システムの構築に至るまでの安定性は得られなかった。そこで本年度は、液体金属配線

を見直した。実際には、液体金属に金属ナノ粒子を混合し、超音波ミキサーを用いて液体金属-金

属ナノ粒子コンポジットを開発した。その結果、液体金属配線描写の安定化を実現した。さらに硬

軟パターンの評価を行った。全体のひずみが 50 %の時の表面のひずみの結果を検討し、その結

果、エポキシ樹脂と PDMS と Eco-Flex 00-50 のパターンが最もひずみの変化が緩やかで、中心

での変形も抑えられていることがわかった。これら技術を用いて液体金属によるミアンダ配線技術

を確立し、温度システムを構築した。このシステムは、ひじ部位などの進展に対して高いロバストネ

スがあり、安定した温度計測を可能にした。さらに、このデバイスを足部に装着して階段などの運動

を行ったとしても安定した温度の計測を可能にした。以上のように、本年度は液体金属配線と基板

構築の安定化を実現した。また、アクチュエータに関して、再度検討を行った。前年度までに、エタ

ノールの混合することによる膨張型アクチュエータを開発したが、気化したエタノールによる再現率

の低下等課題を多く抱えていた。そこで本研究では化学反応によるアクチュエータを用いることに

より再現性の高いアクチュエータを実現した。次年度は、以上のような、センサとアクチュエータを

複合化することで本研究課題を実現する。 
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